
 

 

 

 

 

 

〇芸術鑑賞会 ♪ ～ キャラホール １０月５日 ～ 

  10月 5日（木）「吉原すみれの世界」と題し

て芸術鑑賞会が開催されました。当日の朝キャラ

ホールに現地集合した全校生徒は、打楽器奏者の

第一人者、吉原すみれさんの、様々な奥深い音色

とリズムが躍動する９０分のステージを堪能し

ました。 

 

【１年 吉田 芽生 さん 】 

 最初の曲“side by side”では１曲目から

とても心つかまれるものでした。ただ強弱がつ

いているだけでなく、1つ 1つの音に命が宿っているようで、メロディーが踊っているようでし

た。吉原すみれさんは、演奏している時とても楽しそうでした。自分の世界を楽しんでいるよう

で、見ている私まで楽しくなりました。打楽器の世界は想像を越えてきました。今まで打楽器の

魅力を知らなかったのはもったいなかったなと思いました。 

【 ２年 藤澤 春嘉 さん 】 

人生で初めて打楽器のプロの方のソロ演奏、アンサンブル演奏を聴きました。プロの方は腕だ

けでなく体全体で演奏していてかっこいいと思ったし、曲それぞれ違った表情をして演奏してい

るのを見て、演奏を心から楽しんでいるのが伝わってすごいと思いました。演奏法が特徴的で、

次は何を使ってどうやって演奏するのだろうと、わくわくしたりドキドキしたりして２時間弱の

演奏が本当にあっという間に過ぎて、もう少し見ていたいと思いました。ドラのふちの部分をス

ティックでなぞって音を出していたり、今まで知らなかった演奏の仕方がたくさんあって、とて

も楽しく演奏を聴くことができました。 

【 ３年 照井 飛翔 さん 】 

五つの打楽器演奏曲を鑑賞してみて、スピリチュアルな感覚で楽しむことができたと思う。最

初の曲では、７つの打楽器を使って不思議な感じの雰囲気を表現していた。リズムの変化、抑揚

もはっきりとしていて聴いていてあきることのないものだった。三曲目の木の鍵盤楽器の曲で

は、同じリズムがずっと続いていて、間違えたりしないのかずっと心配していたが、さすがはプ

ロ、なんなく演奏していたのがとてもすごいと思った。木琴の響きが会場中にひろがり、とても

心地の良い曲だった。初めてこのような演奏会を体験したので、いい経験になった。自分にはす

べてを理解するのはまだ早いと思い知らされるようなものだった。 
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〇外務省職員による高校講座 ～ ２学年 9月 29日 ～ 

 総合的な探究の時間に、外務省職員による講座が開催

されました。外務省国際協力局の大草真紀さんが来校。

国際社会で活躍する外務省職員の仕事内容や気候変動の

現状に関する講義をしていただき、２学年の生徒は興味

深く聞いていました。その後の座談会にも、20名以上の

生徒が参加。大草さんからさらに具体的なお話を伺い、

また、質問がたくさん出て、予定時間を超えての座談会

となりました。生徒たちは世界的な視野で物事を考える

きっかけとなったようです。 

 【 ２年 嵯峨 葵生 さん 】 

   今回の講座を受けて自分の視野を広げていきたいと思った。実際に世界に目を向けている人の

話を聞くことで自分の可能性を広げる重要性を再度理解することができた。また、大草さんが外国

人に日本語で名前を書いたら喜んでくれたと言っていたが、確かに、自分の文化を相手に曝けだす

ことは互いを知るために一番いい方法だと思う。グローバル化と言われている昨今、日本国外との

関わりも年々増している。そのような社

会で通用していけるように世界の情勢に

目を向け、自分ができること、やりたい

ことの幅を広げていきたい。 

【 ２年  藤原 和音 さん 】 

外務省の大草さんのお話を聞き、広い

視点を持つことや、人との関わりを持つ

にあたっての誠実さの大切さを学びまし

た。途上国の支援をする際に、「支援してあげる」「発展しておらず可哀想」という考えで行動す

ると、どうしても上から目線になってしまったり、価値観の押し付けになってしまうと仰っており

「寄り添うこと」が一番の目的なのだという言葉がとても印象的でした。そのような姿勢が現地の

人々からの信頼を得ていて、平和を生みだすのだと思いました。そして、私は今まで自分が恵まれ

る生活にするための進路しか考えていなかったのだと気付きました。大人になっていく私たちが身

に付けるべき考えだと思います。 

☆  囲碁将棋部 ～団体戦 ２位、 

個人戦 ３位入賞で東北大会へ！～  

 １０月７日・８日に､盛岡市の高校会館で高文連主催

の囲碁新人大会が開催されました。囲碁将棋部の生徒

は日頃の練習で養った力を存分に発揮し、結果につな

げました。 



７日に行われた個人トーナメント戦では、２年 柄澤蒼太さんが男子第３位、１年 新本陽子さん

が女子第３位に入賞し、11月に山形県で行われる東北大会へ進むこととなりました。また、男子団

体、女子団体とも、第２位の成績をおさめました。おめでとうございます！！   

【 １年 新本 陽子 さん 】  

私たちは１０月７日から行われた囲碁の新人大会に参加しました。団体戦では、女子は部員が２

名しかおらず参加できるか不安でしたが、他の部の人の

協力で何とか参加でき、男女とも２位という結果を残す

ことができました。また、個人戦では男女とも３位に入

賞して、東北大会に出ることになりました。練習の成果

を発揮できたと思いますし、応援や指導してくださった

方々には感謝の気持ちでいっぱいです。東北大会でも頑

張ります。 

〇全国大会出場☆彡  ～ 全国でも輝いて☆♪～ 

この夏秋に、全国大会出場を決めた部活動の生徒たちへ、９月２７日に教育後援会と同窓会から

激励費・祝い金が贈呈されました。生徒たちは菅原教育後援会長と木村同窓会長から心温まる激励

をいただき、決意を新たにしました。 

【該当部・生徒】 

国民体育大会 10/６～１０（栃木県）陸上競技部 ３年 筑後 なごみさん （100Ｍ・200Ｍ）                       

１年 阿部 凪生さん （１１０ＭＨ） 

国体の結果 筑後 なごみさん → 少年女子Ａ 100Ｍ 12秒 14で準決勝進出 

        阿部 凪生さん  → 少年男子Ｂ １１０ＭＨ １５秒 38で予選敗退 

国民体育大会 10/２～５（栃木県） テニス部   ３年 佐々木 怜さん （少年女子） 

                       ２年 八重樫 瑠子さん （少年女子） 

    国体の結果 少年女子 1回戦２－１（長崎）、２回戦２－１（佐賀）、３回戦進出 0-2（福岡） 

 

UNIQLO JAPAN ＴＥＮＮＩＳ  

CHAMPIONSHIPS ８/２３～３０（大阪府） 

                  テニス部   ３年 佐々木  怜さん （女子ダブルス） 

１年 平野 ひまりさん （女子ダブルス） 

全日本合唱コンクール全国大会 １０/29（青森県） 

                 音楽部  混声（Ａグループ） （東北支部大会金賞） 

🔹このあとの主な行事予定🔹 

  ＰＴＡ・教育後援会中間監査   ：１０月１９日（水）  

  ３学年全統模試               ：１０月２１日（金）・２２日（土） 

  ２学年進路講演会・２学年ＰＴＡ ：１０月２５日（火） 

  学校へ行こう週間        ：１０月２６日（水）～１１月 1日（火） 

  後期中間考査          ：１１月１０日（木）～１１月１５日（火） 


